
















































































































































（Taub, Crago, Burgio, Groomes, Cook III, DeLuce, & Miller, 1994）また，このような
リハビリテーションでは，単に行動が変化するだけではなく，さらに脳にも変化が生じ
ることが明らかになっている（Wolf, Winstein, Miller, Taub, Uswatte, Morris, Giuliani, 


























































きに脳の視覚野が活動するようになることが明らかになっている（Arno, De Volder, 
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